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第１章 流域の自然状況  

１－１ 流域及び河川の概要  
小丸川はその源を宮崎県東臼杵

ひがしうすき

郡椎葉村
しいばそん

三方
さんぽう

岳
だけ

（標高 1,479ｍ）に発し、山間部を流下し渡
ど

川
がわ

等

を合わせながら木城
きじょう

町の平野部を貫流し、下流域において切
きり

原
ばる

川を合流して日向灘
ひゅうがなだ

に注ぐ、幹川流

路延長 75㎞、流域面積 474km2 の一級河川である。 
 
小丸川の流域は、宮崎県の中央部に位置し、関係市町村数は２市４町１村におよび、下流部の狭

い平野部には高鍋
たかなべ

町などの主要都市を有している。流域の土地利用は、山地が約 87％、水田畑地
等が約 10％、宅地等が約 3％となっている。 
沿川には、北九州市と鹿児島市を結ぶ東九州地域唯一の主要幹線である国道 10号や JR日豊本線
等の基幹交通施設に加え、東九州自動車道が整備中であり、交通の要衝となっている。また、上流

の山間部では木材、シイタケ等の林業を中心とした産業のほか、数々の神話や豊かな自然環境を基

とした観光産業が盛んで、中下流の平野部では畜産を中心とした農業や、酒造業などが営まれ、こ

の地域の社会・経済・文化の基盤を成している。さらに照葉樹林の天然林が群生する尾
お

鈴
すず

県立自然

公園等の豊かな自然環境に恵まれていることから、本水系の治水・利水・環境についての意義は極

めて大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 小丸川水系流域図 

項　目 諸　元 備　考

流路延長 75km
流域面積 474km2

流域市町村 2市4町1村
西都市、日向市、
高鍋町、木城町、
川南町、美郷町、
椎葉村

流域内人口 約3.3万人

支川数 15支川
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１－２ 地形  
流域の地形は、三方岳や清水

しみ ず

岳
だけ

などの日向山地のほぼ中央部を源に尾鈴山と空
からん

野
の

山
やま

に挟まれた

急峻な渓谷が形成され、下流部には狭い沖積平野が広がっている。

河床勾配は、上流部で約 1/100程度、中流部は約 1/600程度と急流河川の様相を呈し、狭い平

野部である下流部は約 1/2000 程度と比較的緩勾配となっているものの全体的に急流河川の様相

を呈している。

なお、中流部から下流は築堤区間となっており、急流部を一気に流下した洪水がひとたび氾濫

すると甚大な被害が発生する。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 小丸川流域地形図 
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 １－３ 地 質  

流域の地質は、上流部では中生界から古第三紀に属する四万十層からなり、侵食の進んだ険

しい谷をなしている。中流部では中生層になる谷を流れ、木城町南部で沖積地に入る。下流部

では、周辺の洪積台地と共に、宮崎県中部の沖積平野を形成している。

なお、四万十層群は、形成時の圧縮・変形により割れ目が発達している場合が多く、崩壊し

やすい地質で土砂供給が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 1-3 小丸川流域地質図 

■ 崩落地・裸地

小丸川上流の裸地の様子
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１－４ 気象・気候  
  小丸川流域は、全国的にも多雨の地域であり、上流部は山地型の気候区に属し、下流部は南
海型気候区に属する。 
年平均降雨量は約 2,900㎜で、全国平均降水量 1,700mmの約 1.7倍であり、主要洪水の要因
のほとんどが台風によるものである。また、中下流の平地部に比べ、上流の山地部は降雨量が

多い。 

小丸川流域の年平均気温は、上流山地部の神門
みかど

（気）で約15℃、下流平地部の高鍋（気）

で約18℃ と全般的に温暖な地域である。 
 

 

図 1-7  代表地点の月別平均温度(1997～2006年の平均) 
    出典）気象庁ホームページより 
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  ※国土交通省管轄の観測所雨量による流域平均雨量 

梅雨前線等　8％

台風性
92％

図 1-6 主要洪水の要因 

図 1-5  年間降水量分布図 
    （1985～2006年の平均） 
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第３章 流域の社会状況  

３-１ 土地利用 
小丸川流域は、宮崎県の県中央に位置し、西都市、日向市、高鍋町、木城町、美郷町、

川南町、椎葉村の２市４町１村からなり、流域内の土地利用は、山地が約 87％、畑地等の

農地が約 10％、宅地等が約３％である。 

 
表 3-1 小丸川流域の土地状況 

土地利用形態 山地 農地 宅地 総面積 

面積 

（割合） 

412km2 

（87%） 

48km2 

（10%） 

14km2 

（3%） 

474km2 

（100%） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 3-1 小丸川流域の土地利用状況図 

宅地
3％

農地
10％

山地等
87％
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３-２ 人口  
小丸川流域内の人口は、約 3 万 3 千人でである。流域内人口の推移は、高鍋町、木城

町及び美郷町（旧南郷村）の人口が全体人口の約 9割を占める。 
各市町の人口は同じ傾向を示しており、昭和 45 年頃から増加傾向がみられ、昭和 60

年まで増加傾向を示していたものの、その後はほぼ横ばいまたは減少傾向である。 
 
 

表 3-1 流域内主要市町人口の推移 （単位：人） 
 

 

 

 

 
出典）国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 小丸川流域内主要市町人口の推移 

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

高鍋町

木城町

美郷町
（旧南郷村）
合計

人
口

(人)

年

市町村名 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

高鍋町 20,041 19,894 19,777 21,494 22,950 23,239 22,970 22,886 22,748 22,522

木城町 8,063 6,907 6,031 5,575 5,857 6,101 5,871 5,727 5,759 5,531

美郷町（旧南郷村） 7,126 5,965 4,782 4,131 3,754 3,418 3,055 2,788 2,604 2,342

合計 35,230 32,766 30,590 31,200 32,561 32,758 31,896 31,401 31,111 30,395



  3-3

３-３ 産業経済 
上流の山間部では木材、シイタケ等の林業を中心とした産業のほか、数々の神話や豊か

な自然環境を基とした観光産業が盛んで、中下流の平野部では養鶏や養豚などの畜産業や、

酒造業などが営まれているほか、第 3次産業の比率が高く、この地域の社会・経済・文化

の基盤を成している。 

また、上流ではダム群を利用した水力発電が盛んであり、小丸川流域では、九州におけ

る水力発電量の約４割を担っている。 

 
表 3-2 流域内における産業別就業者人数 （単位：人） 

区 分 昭和 2年時点 平成 7年時点 平成 12年時点 

第一次産業 3,833 3,227 2,909 

第二次産業 4,072 4,033 3,875 

第三次産業 8,019 8,445 8,656 

     出典）河川現況調査(H2、Ｈ7、H12年調査) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4 流域内における産業別就業者人数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-5 小丸川流域の発電所（ダム群による水力発電） 
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３-４ 交 通 
小丸川流域の鉄道は、北九州市と鹿児島市を結ぶＪＲ日豊本線が河口付近を横断して

いる。日豊本線は、大分市、延岡市、宮崎市等の主要都市を結ぶ九州東側の幹線鉄道で

あり、地域の発展に重要な役割を果たしている。 

道路については、国道 10 号が河口付近を日豊本線と平行して横断し、国道 388 号、

446 号が上流域を横断している。さらにこの国道を結ぶ主要地方道が流域内を縦断して

いる。 

 

 

図 3-6 小丸川流域の交通体系図 
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第４章 水害と治水事業の沿革 

４-１ 既往洪水の概要 
小丸川流域の年降雨量は約 2,900 ㎜程度で、全国平均 1,700mm の 1.7 倍であり、主要

洪水の要因のほとんどが台風によるものである。 

既往の主要な災害は表 4-1に示すとおりである。 

 

表 4-1  小丸川水系の主な洪水 

洪 水 年 出水概要 被害状況 

1943年 昭和 18年 9月洪水 
（台風 18号） 

神門における 3日間雨量 342mm
（9月 19日の日雨量 225mm）で、
本川中流部の塊所則水所で
2,185m3/s、その下流川原測水
所では 2,845m3/sと推定してい
る。 

不 明 

1950年 昭和 25年 9月洪水 
（キジア台風） 

神門で 3日間連続雨量 560.5mm
（12 日の日雨量 292.2mm）、高
城では計画高水位（5.985ｍ）
を超過し、最高水位 6.10mを記
録した。なお、松尾堰堤の洪水
痕 跡 に よ る 算 定 流 量 は
3,300m3/sである。 

死者 8名 
家屋全壊 228戸 
家屋半壊 891戸 
床上浸水 3,974戸 
床下浸水 7,047戸 

1954年 昭和 29年 9月洪水 
（台風 12号） 

岩淵地区にて堤防決壊し、大規
模な浸水被害が発生した。多く
の家屋が流出し、人的被害を含
む甚大な被害が発生した。 

家屋流出 189戸 
家屋全壊 109戸 
家屋半壊 98戸 
床上浸水 426戸 

1997年 平成 9年 9月洪水 
（台風 19号） 

台風 19 号の接近に伴い、高城
上流域の平均総雨量は約 480mm
を記録し、内水により床上浸水
するなど、大きな被害が発生し
た。 

床上浸水 5戸 
床下浸水 14戸 

2004年 平成 16年 8月洪水 
（台風 16号） 

高城上流域の平均総雨量は約
530mmに達し、北高鍋地区にて
内水により家屋浸水などの被
害が発生した。 

床下浸水 6戸 

2005年 平成 17年 9月洪水 
（台風 14号） 

高城上流域平均総雨量は約
780mmに達し、下流の高鍋市街
部において水位がＨＷＬを超
過した。観測史上最大規模の洪
水であり、北高鍋地区にて内水
浸水被害が発生した 

床上浸水 32戸 
床下浸水 209戸 
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(1) 昭和 18年 9月洪水 

   14 日にサイパン島東方に発生した台風は、

中心気圧 900mb内外と推定され、鹿児島県佐

田岬沖（20日 6時）より、日向灘に向かって

北北東に進み、正午土佐宿毛付近に上陸、鳥

島付近から日本海に抜けた台風で甚大な被

害が発生した。 

   神門における 3日間雨量 342mm（9月 19日

の日雨量 225mm）で、本川中流部の塊所則水

所で 2,185m3/s、その下流川原測水所では

2,845m3/sと推定している。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 昭和 25年 9月洪水（キジア台風） 

   9 月 3 日に発生したキジア台風の接近に伴

い、9月 13日の未明から、風、雨ともに強く

なり、神門で 3日間連続雨量 560.5mm（12日

の日雨量 292.2mm）、高城では計画高水位

（5.985ｍ）を超過し、最高水位 6.10m を記

録した。なお、松尾堰堤の洪水痕跡による算

定流量は 3,300m3/sである。 

 

＜被害状況＞ 
・死者 8名 
・家屋全壊 228戸 
・家屋半壊 891 
・床上浸水 3,974戸 
・床下浸水 7,047戸 

図4-1 台風経路図（昭和18年9月洪水） 
（出典：宮崎県災異史） 

図4-2 台風経路図（昭和25年9月洪水） 
（出典：宮崎県災異史） 
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(3) 昭和 29年 9月洪水 

台風 12 号は、9 月 11 日正午、平地においては 12 日夜半より本格的降雨となり、そ

の後台風の接近に伴い降雨は次第に増大し、12 日夕刻迄の降雨量は平地高鍋で 110.9

㎜、山地渡川で 228.9㎜に達した。13日早朝より同日夕刻迄山地渡川付近に於ては、1

時間平均 35㎜を越える豪雨が降り続き、上流上渡川では最大 1時間雨量 66.5㎜を記録。

1O 日の降り始めより 14 日の降り終わりまで、12 日 13 日に降雨が集中しており、山間

部では 800mm～1,200㎜、平地では 250㎜～300㎜の総降雨量となった。 

12 日夕刻には。各地点で指定水位に達し、13 日早朝には警戒水位を、同日正午には

計画高水位を超過し、同日夕刻には最高水位に達した。 

 

＜被害状況＞ 
・家屋流出 189戸 ・家屋全壊 109戸 
・家屋半壊 98戸  ・床上浸水 426戸 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 平成 9年 9月洪水 
台風 19号の接近に伴い、高城上流域の平均総雨量は約 480mmを記録し、内水により、

床上浸水 5戸、床下浸水 14戸の被害が発生するなど、大きな被害が発生した。 
＜被害状況＞  
  ・床上浸水 5戸  ・床下浸水 14戸 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水痕跡

写真4-1 昭和29年9月洪水被害状況（高鍋町） 
（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所）

写真4-2 平成9年9月洪水被害状況（高鍋町） 
（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 

図4-3 台風経路図（昭和29年9月洪水） 
（出典：宮崎県災異史） 
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(5) 平成 16年 8月洪水 

8月 19日にマーシャル諸島付近の海上で発生した台風 16号は、24日には沖の島の南

東海上で中心気圧 910hPa、最大風速 55m/s にまで発達し、30 日の 9 時 30 分頃に、鹿

児島県串木野市付近に上陸した。 

台風 16 号の接近に伴い、小丸川では高城上流域の平均総雨量が約 530mm に達し、北

高鍋地区において内水による床下浸水 6戸の被害が発生した。 

＜被害状況＞ 

・床下浸水 6戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            写真 4-3 平成 16年 8月出水の浸水状況 
（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 

(6)平成 17年 9月 6日の洪水(台風 14号)の概要 
8月 29日にマリアナ諸島近海で発生した台風 14号は、大型で非常に強い勢力のまま宮

崎県内を暴風雨域に巻き込みながら、九州の西の海上をゆっくりとした速度で通過し、

宮崎県内に記録的な豪雨をもたらした。 

宮崎県南部は 5日午後 6時に暴風域に入り、総雨量が神門観測所で 912mmに達するなど、

3日間で年間降水量の 1/3超を記録し、観測史上最大規模の洪水となった。 

＜被害状況＞ 

・床上浸水 32戸 ・床下浸水 209戸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
            写真 4-3 平成 17年 9月出水の浸水状況 

（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 

濁流が流下する小丸川

濁流が流下する小丸川 内水被害状況（高鍋町）

小丸川

内水被害状況（高鍋町）
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４-２ 治水事業の沿革 
 （１）藩政時代の治水事業 

水田が河川沿川にまで開発拡大された藩政時代においては、当事の有力な財政基盤であ

った水田を洪水から防御することは統治者の重要な努めであった。 

水田の広がる小丸川下流域を治めた高鍋藩は、水害対策として川除(水制)、土手 (堤防)

の工事を行ったことが高鍋藩の農政書(石垣垣太郎著)に記されている。 

また水害を少なくするために分水や川ざらえも行われた。分水とはかんがい取水を兼ね

たもので川に堰をつくり、堀割を設け水を引いたと説明されている。 

小丸川本川 3K000(右岸)に今も残る佐久間土手は、江戸時代より高鍋藩士として招かれ

た学者佐久間頼母翁の築いた土堤と言われ、築堤は元禄 6 年より 13 年に至る約 8 ヶ月の

歳月を要して完成した。 

 

（２）戦前の治水事業 

明治 29 年に河川法が制定され、直轄による水系一貫した治水事業がなされるようにな

った。しかしながら、昭和 21 年に中小河川事業として着手するまでは見るべき改修はさ

れなかった。 

 

（３）戦後の治水計画 

昭和 18 年 9 月洪水を契機に、宮崎県が昭和 21 年から中小河川改修事業として着手し、
高城における計画高水流量を 3,000m3/s と定め、現在の木城町から河口までの区間につい
て築堤工事などを実施した。 
その後、昭和 25 年から直轄事業に着手したが、昭和 42 年 12 月には、昭和 25 年 9 月洪
水を主要な対象洪水として、基準地点高城における基本高水のピーク流量を 3,600m3/s と
し、このうち 600m3/s を渡川ダム、松尾

ま つ お

ダムにより調節し、計画高水流量を 3, 000m3/ s と

する工事実施基本計画を策定し、小丸川本川及び支川の築堤・掘削・護岸等の河川整備を

実施している。 
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    図 4- 4 小丸川水系計画高水流量図（工事実施基本計画、S42年策定） 
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第５章 水利用の現状 

５－１ 小丸川の水利用 
小丸川の水利用は、そのほとんどが発電用水であり全体の約 98%を占めている。

小丸川では古くから水力発電の開発が盛んに行われ、昭和 15年の川原ダム建設を皮切りに、計

3基の発電専用ダムが建設されている。農業用水としては、約 3,300haの農地でかんがい用水と

して利用されており、昭和 26年の松尾ダム、昭和 31年の渡川ダム完成により、小丸川沿川及び

周辺の農地へのかんがい用水は安定的に供給されている。

図 5-1 小丸川水系における水利権 

表 5-1 小丸川水系水利権一覧表 

※慣行水利権の水利権量の届出がない場合は、かんがい面積からの推定値を記載。

水利使用目的 件数 水利権量計
(m3/s) 

かんがい面積
（ha） 備 考 

許可 7 10.547 2824.18  

慣行 47 2.836 496.39  農業用水 

合計 54 13.383 3320.57  

工業用水 2 0.087 - 南九州化学工業㈱ 
南郷コンクリート工業 

発電用水 5 547.29 - 発電最大出力 1273.73千 kw 

水道用水 1 0.057 - 高鍋町 

合 計 61 560.817 3320.57  

発電用水
547.29m3/s

97.58%

水道用水
0.057m3/s

0.01%

工業用水
0.087m3/s

0.02%
農業用水(許可)

10.55m3/s
1.88%

農業用水(慣行)
2.84m3/s

0.51%
発電用水

5件
8.06%

水道用水
1件

1.61%

農業用水(慣行)
47件

75.81%

農業用水(許可)
7件

11.29%

工業用水
2件

3.23%

【水利権量内訳】 【件数内訳】 
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図 5-2 小丸川水系の主な水利用模式図 

発電用水取水(m3/s)

農業用水取水(m3/s)

水道用水取水(m3/s)

工業用水取水(m3/s)

※ （　　）は最大取水量
但し発電所における数値は、
渓流等からの集水量等を含む。
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※渡川発電所取水量
に含まれる
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切 原 川

黒 水 川

小
丸
川

渡
川

鬼神野取水堰

竹鳩頭首工

（176.800）
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５－２ 水利用の内訳 
５－２－１ 発電 
宮崎県の主要な河川は九州の屋根と称される県中部の九州山脈に源を発し、太平洋に向かって

流れている。なかでも五ヶ瀬川、耳川、小丸川、一ツ瀬川、大淀川の 5 大河川はいずれも急流を

なし、全国有数の降雨量と相侯って、古くから水力発電が盛んである。

川原発電所が昭和 15年 4月、石河内第二発電所が昭和 18年 6月竣功、同時に着工した第一発

電所(松尾ダム)が昭和 26年 7月、渡川発電所が昭和 31年 4月に竣功した。平成 11年 2月には、

揚水式発電方式の小丸川発電所が着工され、現在はこれら 5 つの発電所による電力供給が行われ

ている。

現在の小丸川水系の発電所一覧表を示すと表 5-2のとおりである。

(「六〇年のあゆみ 建設省宮崎工事事務所」より一部引用)

 
表 5-2 流 域 内 発 電 所 一 覧 表 

 
名称 発電所

開始年月 所在地 最大出力
[ｋw]

最大取水量
[m3/s] 摘要

川原発電所 S15.4 児湯郡木城町 21,600 45.0 九州電力㈱

石河内第二発電所 S18.6 　　　　〃 17,600 45.0 　　　〃

石河内第一発電所 S26.7 　　　　〃 22,200 36.0 宮崎県

渡川発電所 S31.4 東臼杵郡東郷町 12,000 16.0 　　　〃

小丸川発電所 H19.7 児湯郡木城町 1,200,000 222.0 九州電力㈱
(H19.7Ⅰ期30万kw運転開始)
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５－２－２ 農業用水 
小丸川のかんがい事業は、大きいものでは川南原国営開田事業がある。これは、大正 10年か

ら県営川南原開田給水事業として開始され、昭和 14年に紀元 2,600 年記念行事として、国の手

に引き継がれたもので、小丸川から用水を取り入れ、川南、木城、都農、高鍋の 4ヶ町村の田畑

をうるおすものであった。

事業の概要は、川南原の 6,500 町歩の一部に、小丸川の用水を引き・開田 1,000 町歩、開畑

500町歩のかんがいをなさんとするもので、先に述べた県営小丸川発電事業と一体をなし、浜口

堰堤(川原ダム)から用水を取水するものである。

この他には、かんがい用水路や、井堰、揚水機が設置され、ため池なども多く見られ、約 3,300ha

の農地でかんがい用水として利用されている。農業用水の水利権を表 5-3に示す。

(「六〇年のあゆみ 建設省宮崎工事事務所」より一部引用)

表 5-3 小 丸 川 水 系 農 業 用 水 水 利 権 一 覧 表 

No 権利
区分 水利権者 種別 河川名

最大取水量
(m3/s) 取水位置 取水期間 かんがい面積 備考

1 慣行 小丸川土地改良区
(蚊口揚水機) 農業用水 宮田川 0.200 0/500

左岸 3/1～7/31 16.5ha 取水量は届出量

2 慣行 小丸川土地改良区
（島之城揚水機） 農業用水 宮田川 0.026 2/170

左岸 3/1～7/31 2.89ha 取水量は届出量

(普通河川・渓流等を含む)
No 権利

区分 水利権者 種別 河川名
最大取水量

(m3/s) 取水位置 取水期間 かんがい面積 備考

1 許可 小丸川土地改良区
(広谷揚水機) 農業用水 小丸川 1.400 11/200

右岸 3/1～10/20 280ha
3/1～3/31：0.700m3/s
4/1～8/10：1.400m3/s
8/11～10/20：0.700m3/s

2 許可 宮崎県
(川南原かんがい用水) 農業用水 小丸川 6.540 22/000

左岸 6/1～9/15 800ha

3 許可 小丸川土地改良区
(竹鳩地区かんがい用水) 農業用水 小丸川 0.974 - 3/1～10/15 130ha

3/1～3/31：0.068m3/s
4/1～4/15：0.974m3/s
4/16～10/15：0.907m3/s

4 許可 田口開田組合
（上田口原揚水機） 農業用水 小丸川 0.040 - 6/1～9/30 1.68ha

農業用水 切原川 0.675 切原ダム
右岸 通年

4/1～6/30：0.589m3/s
7/1～8/31：0.675m3/s
9/1～10/31：0.561m3/s
11/1～3/31：0.350m3/s

農業用水 宮ヶ原川 0.497 宮ヶ原
頭首工左岸 通年

6 許可 小丸川土地改良区
（切原揚水機） 農業用水 切原川 0.412 - 3/1～8/31 35ha 3/1～3/31：0.206m3/s

4/1～8/31：0.412m3/s

7 許可 木城町 農業用水 黒水川 0.0086 - 6/1～10/31 0.5ha 6/1～6/30：0.0064m3/s
7/1～10/31：0.0086m3/s

5 許可 農林水産大臣
（国営尾鈴土地改良事業） 1577ha

[ 直 轄 管 理 区 間 ]

[ 指 定 区 間 ]
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５－２－３ 都市用水 
小丸川流域において河川水を利用した上水道を有する市町は、昭和 45年に取水を開始した高

鍋町があるのみである。

工業用水も工場が少なくその利用度はきわめて低いが、小丸川の河口附近にある南九州化学工

業（株）が冷却、洗浄用の工業用水として 0.083m3/sを取水している。

都市用水の水利権一覧を表 5-4に示す。

(「六〇年のあゆみ 建設省宮崎工事事務所」より一部引用)

表 5-4 小丸川水系都市用水水利権一覧表 

 

【水道用水】

No 権利
区分 水利権者 種別 河川名

最大取水量
(m3/s) 取水位置

1 許可 高鍋町(高鍋町水道) 上水道 小丸川 0.057 6/000
右岸

【工業用水】

No 権利
区分 水利権者 種別 河川名

最大取水量
(m3/s) 取水位置

1 許可 南九州化学工業株式会社
(南九州化学工業用水) 工業用水 小丸川 0.083 0/820

右岸

(普通河川・渓流等を含む)
【工業用水】

No 権利
区分 水利権者 種別 河川名

最大取水量
(m3/s) 取水位置

1 許可 南郷生コンクリート工業 工業用水 小丸川 0.004 -

　　　　　　[ 直 轄 管 理 区 間 ]

　　　　　　　　　　　　　　[ 指 定 区 間 ]



















2/700 3/200) 4/600 5/400)
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第８章 河道特性 

小丸川はその源を宮崎県東臼杵郡椎葉村三方岳（標高 1,479m）に発し、山間部を流下し

渡川等を合わせながら木城町の平野部を貫流し、下流域において切原川を合流して日向灘

に注ぐ、幹川流路延長 75㎞、流域面積 474km2の一級河川である。 

小丸川の流域は、宮崎県の中央部に位置し、関係市町村数は 2 市 4 町 1 村におよび、下

流部の狭い平野部には高鍋町などの主要都市を有している。流域の土地利用は、山地が約

87％、水田畑地等が約 10％、宅地等が約 3％となっている。 

流域の地形は、三方岳や清水岳などの日向山地のほぼ中央部を源に尾鈴山と空野山に挟

まれた急峻な渓谷が形成され、下流部には狭い沖積平野が広がっている。 

河床勾配は、上流部で約 1/100 程度、中流部は約 1/600 程度と急流河川の様相を呈し、

狭い平野部である下流部は約 1/2000程度と比較的緩勾配となっているものの全体的に急流

河川の様相を呈している。 

 

図 8- 1 小丸川水系河川区分図 
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図 8- 2 小丸川水系平均河床勾配 
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(１)上流部の河道特性 
上流部は、侵食の進んだ急峻な渓谷をなし、河岸は岩盤が露出し、山間狭窄部の中を流

下している。流入する支川は又江の原川、水清谷川、渡川、板谷川等と少なく、渡川ダム、

松尾ダム、戸崎ダム、川原ダム、石河内ダムの５ダムの建設により湛水域が確保され、主

に発電用水として利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真    小丸川上流部（渡川発電所、松尾ダム付近） 

【小丸川上流部（渡川発電所付近）】 
小丸川上流部の河川沿いは、山付き区間と小規模な
河岸段丘がみられ、河川沿いに小規模な集落が点在し
ている。 

【小丸川上流部（松尾ダム付近）】 
山間地に建設された松尾ダムを流下し、下流には戸
崎ダム、川原ダム、石河内ダムが建設されている。河
道は山間渓流の形状を呈している。    

渡川ダム 松尾ダム

戸崎ダム 川原ダム

写真 8- 1  小丸川上流域のダム群 

(写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所)

(写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所)

石河内ダム
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(２)中流部の河道特性 
中流部は、平野部を緩やかに蛇行しながら流下する区間であり、木城町川原ダム下流の

比木の瀬周辺から河床勾配は緩やかになり、急に流速が減じて堆積作用が顕著となってい

る。また、竹鳩橋下流付近にはこれまでの川の流れの変化により生じた河跡湖が左右岸の

高水敷に点在している。 

河道の川幅は 150ｍ～300ｍ程度で、河床勾配は約 1/600 程度、河床材料は礫、巨礫によ

り形成されセグメント 2-1である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8- 2   小丸川中流部（比木橋付近、高城橋下流付近） 

【小丸川中流部（高城橋下流付近：7. 6km）】 
河道は大きく広がり、緩やかに流下している。
広い高水敷は採草地として利用されている。 

【小丸川中流部（比木橋付近：10. 2km）】 
山間地より解放され河岸段丘の趣を呈する。 
扇状地形の中を緩やかに蛇行する河川形状を呈してい
る。 (写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所)
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(３）下流部の河道特性 
下流部は、高鍋町の市街地中央部を流下し、小丸大橋より下流は感潮区間で日向灘(太平

洋)に注いでいる。 

河道の川幅は 400ｍ程度で、河床勾配は約 1/2,000で、河床材料は砂、砂礫で構成されセ

グメント 2-1 の区間である。河床部には砂礫が堆積し交互砂州の形成と、河口部には河口

砂州の形成がみられる。 

河川改修により高水敷が両岸に整備され、一部は市民憩いのスポーツ広場として利用さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8- 3 小丸川下流部（河口付近） 

【小丸川下流部（河口付近：0. 0km）】
小丸川下流部は、高鍋平野の水田
地帯と左岸市街地部の間を緩やか
に流下している。 
河口部は、太平洋に直接注いでい
る。 

写真 8- 5 旧宮田川より小丸川河口を望む 

写真 8- 4 高鍋大橋より小丸川下流を望む 

(写真：国土交通省  
宮崎河川国道事務所) 

(写真：国土交通省宮崎河川国道事務所)
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第９章 河川管理の現状 

９-１ 河川管理区間 
９-１-１管理区間 
小丸川は、幹川流路延長 10.2kmの一級河川であり、本川の河口より 10.2km区間と、宮

田川 2.5kmの合計 12.7kmを国が管理している。 

 

表 9‐1  小丸川水系の直轄管理区間 

河川名 上 流 端 下流端 区間延長
(km) 

小丸川 
左岸：宮崎県児湯郡木城町大字高城字山塚原 4870番 

の 4地先 
右岸：宮崎県児湯郡木城町大字椎木字山宮 1267番地先

海に至る 10.2 

宮田川 
左岸： 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江字市の山 7071番の

１地先 
右岸：宮崎県児湯郡高鍋町大字上江字市の山 6828 番の

4地先 
海に至る  2.5 

合 計   12.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9‐1  小丸川水系の直轄管理区間 

10.2km 

2.5km 
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９-１-２河川区域 
大臣管理区間の河川区域面積は、合計 382.6ha であり、そのうち官有地は 78.4％を占

め、民有地は約 21.6％が使用されている。 

内訳は、低水敷が約 77.5％、堤防敷が約 14.1％、高水敷が約 8.4％となっている。 

 

表 9‐2  小丸川直轄管理区間の管理区域面積    （単位：ha） 

低水敷（１号地） 堤防敷（２号地） 高水敷（３号地） 計 
肝属川水系 

官有地 民有地 官有地 民有地 官有地 民有地 官有地 民有地 

直轄区間 217.5 79.1 53.3 0.5 29.0 3.2 299.8 82.8

比率％ 56.8 20.7 14.0 0.1 7.6 0.8 78.4 21.6

（出典：河川区域内面積区分内訳表（H19.3末 現在）国土交通省 宮崎河川国道事務所） 

 
 
９-２ 河川管理施設 
小丸川は、堤防の整備率が約 9 割と高いが、築堤年次が古い堤防は材料が粗い粒径で構

成されていること、嵩上げ・拡幅等の補強により堤体材料が不均一で浸透による堤防破壊

が懸念されること、旧川跡の築堤箇所は基盤漏水による堤防の破壊が懸念されることを踏

まえ、堤防の安全性を確保するための質的強化が必要である。 

また、水門，樋門等の河川管理施設は老朽化の進んだ施設が多いため、堤防も含めた河

川管理施設に対して、定期的な巡視・点検を実施し、必要に応じて維持修繕、応急対策等

の維持管理を行っている。 

 

表 9‐3   直轄管理区間堤防整備状況 

堤防延長(km) 大臣管理区間 
延長 
(km) 

施行令 2条 7号 
指定区間 

(km) 完成堤防 暫定堤防
未施工 
区間 小計 不要区間 合計 

12.7 0.0 17.1 1.4 0.1 18.6 4.6 23.2

（出典：直轄河川施設現況調書（H19.3末現在）） 

 

 

表 9‐4    直轄区間の主要な河川管理施設整備状況 

堰 床止め 排水機場 樋門樋管 陸閘門 水門 合計 

0 3 0 15 0 2 20 

（出典：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 
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９-３ 水防体制 
９-３-１ 河川情報の概要 
小丸川では、流域内にテレメータ雨量観測所、テレメータ水位観測所を設置し、迅速に

情報を収集するとともに、これらのデータを用いて河川の水位予測等を行い、流域住民の

防災活動等に活用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2  小丸川水系雨量、水位観測所位置図 
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９-３-２ 水防警報の概要 
小丸川では、洪水による災害が起こる恐れがある場合に、各水位観測所の水位をもとに水

防管理者に対し、河川の巡視や災害の発生防止のための水防活動が迅速かつ、的確に行われ

るよう水防警報を発令している。 

表 9‐5  水防警報対象観測所 

観測所名 はん濫危険 
水位(m) 

避難判断 
水位(m) 

はん濫注意 
水位(m) 

水防団待機 
水位(m) 摘 要 

小丸大橋 5.50m 5.00m 3.50m 3.00m  

 

 
９-３-３ 洪水予報 
小丸川は、平成 12年 3月より水防法第 10条及び気象業務法第 14条に基づき洪水予報指

定河川となり、宮崎気象台と共同で洪水予報の発表を行い、流域への適切な情報提供を実

施している。 

 

表 9‐6  小丸川水系洪水予報実施区域 

水系名 河川名 上流端 下流端 洪水予報基準地点

小丸川 小丸川 

左岸 
： 宮崎県児湯郡木城町大字 
高城字山塚原 4870 番の 4
地先 

右岸 
： 宮崎県児湯郡木城町大字 
椎木字山宮 1267番地先 

海まで 小丸大橋 
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９-４ 危機管理の取り組み 
９-４-１水防関係団体との連携 

 「小丸川における水防体制の強化を図るため、水防に関する情報交換を積極的に行うこ

とにより、洪水時等における迅速、的確な水防を遂行すること」を目的とし、小丸川流域

の県、市町、警察、消防及び国土交通省によって構成される「小丸川水防関係連絡会」を

開催している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9‐1 水防演習 
（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 
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９-４-２洪水危機管理の取り組み 
平常時から流域住民の洪水に対する危機管理意識形成を図るとともに、洪水発生時の被

害を最小限に抑えるため、浸水想定区域図を公表、また各市町では洪水ハザードマップを

作成し、水防計画、避難計画の策定支援等について関係機関や地域住民と連携して推進し

ている。 

 

○ 洪水ハザードマップ 

平成１４年３月に、小丸川水系に関する浸水想定区域の指定・公表を行っている。これを

受けて、小丸川流域関係市町村おけるハザードマップ作成の基盤が形成され、更に国、宮崎

県、関係自治体において平成１７年４月に設立した「災害情報協議会」により、ハザードマ

ップの作成・普及に関する調整を行ってきた。その結果、平成 18年度に高鍋町においてハザ

ードマップが完成し、地元住民の避難誘導等に活用されてきた。木城町においては平成 19

年度に公表を予定している。 

<ハザードマップ作成状況> 

H１８．７ 高鍋町ハザードマップ公表 

H２０．３ 木城町ハザードマップ公表予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 9-3   高鍋町ハザードマップ 
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第１０章 地域との連携 

１０-１地域連携を巡る動き 
小丸川においては、散策やスポーツ利用など河川の利用が非常に高く、生活の一部とし

て広く利用されており、河川に対する想いは大きい。 

このため、小丸川の河川清掃やイベント等の地域住民の自主的な活動に対しては、安全で

多数の地域住民が参加できるようにこれらの活動に必要となる河川情報を提供するなど支

援を行っている。 

また、河川整備、河川利用及び河川環境に関する地域の要望を把握し、河川愛護思想の

普及・啓発、河川の適正な維持管理等を目的として、河川愛護モニターの設置、清掃活動、

ゴミマップの作成などの支援を行っており、住民参加による河川管理を推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真 10-1 河川清掃活動       写真 10-2 小丸川ゴミマップの作成 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     写真 10-3 水生生物調査 
（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 
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（写真：国土交通省 宮崎河川国道事務所） 

 

水防訓練～小丸川(5月 22日)小丸川源流まつり(7月 31日)

【椎葉村栂尾村地区】 


